
二級河川早川水系焼山川 火山砂防事業 

1. 概要 

早川水系焼山川は、焼山（標高 2,400m）北側山腹を源流として、観光地である笹倉温泉付近で早川に合

流する流路延長 3.1km の二級河川です。 

焼山は、過去に噴火を繰り返している活火山で、流域の山腹斜面及び渓流の渓床・渓岸は火山活動の影

響を受けて荒廃が進んでおり、近年では 1974 年に噴火し、噴火後はその荒廃による土石流が焼山川や早川

を流下し、河川埋没が発生しています。 

火山活動はいつ活発化するのか予想が難しく、一旦噴火するとその規模は土石流の規模とは比較になら

ないほど大きいことから、下流域の保全対象に与える被害は著しいものとなることが予想されます。 

このことから、焼山川では現在 4 基の砂防堰堤が整備されていますが、火山泥流を抑制し泥流災害を未

然に防ぎ、さらなる民生の安定を図るため、火山砂防事業に着手しています。 

 

事業箇所：糸魚川市大字大平地内 

全体計画内容：砂防堰堤３基 

事業期間：平成 16年度～平成 38 年度（予定） 

全体事業費：約 29億円 

 

2. 現在までの状況と今後のスケジュール 

平成 16 年度 事業着手 

平成 31 年度 第 5号堰堤完成(予定) 

平成 31 年度以降 第 2号堰堤嵩上改良開始 

平成 38 年度 事業完了（予定） 

 

 


